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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納された状態と本体から開かれた状態とで開閉可能な直視型画像表示手段である第１
の画像表示手段と、
　ファインダ型表示手段である第２の画像表示手段と、
　画像のデジタルズームを行うデジタルズーム手段と、
　デジタルズームの場合に、デジタルズーム前の画像を表示させるか否かを選択する選択
手段とを有し、
　前記選択手段によりデジタルズーム前の画像を表示させることが選択された場合に、
　デジタルズームの場合において前記第１の画像表示手段が開かれた状態のときには、前
記第２の画像表示手段にデジタルズーム後の画像を記録画像として表示させ、前記第１の
画像表示手段にはデジタルズーム前の画像領域の画像とともにデジタルズーム後の画像領
域を示す範囲を表示させる第１の処理を行い、
　前記デジタルズームの場合においても前記第１の画像表示手段が開かれていない状態の
ときには、前記第１の画像表示手段を開くように前記第２の画像表示手段に警告表示する
第２の処理を行うとともに前記第１の画像表示手段が開かれると前記第１の処理を行う一
方前記第１の画像表示手段が開かれないと前記第２の画像表示手段にデジタルズーム後の
画像を記録画像として表示させる制御手段を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記ファインダ型画像表示手段を覗いていることを検出する検出手段を有し、
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　前記検出手段により前記ファインダ型画像表示手段を覗いていないことが検出された場
合は、前記直視型画像表示手段の電源を入れ、該直視型画像表示手段にデジタルズーム前
の画像を表示させることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１と第２の画像表示手段を有するカメラ一体型記録再生装置などの撮像装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、カメラ一体型記録再生装置（以下、カムコーダとも記す）に関する提案は種
々為されている（特許文献１，２等）。このカムコーダは、撮像系で捉えた被写体画像を
モニターで確認しながら、その画像を磁気テープ等の記録メディアに記録し、再生可能な
ものである。
【０００３】
　ここで、モニターとしては、かつては小型モニターを接眼レンズで拡大して観察するビ
ューファインダが一般的であった。しかし、ビューファインダは使用時に目をアイカップ
に密接させないと良好な画像が得られないため、必然的に撮影スタイルが固定されてしま
うという欠点があった。さらに、ビューファインダは撮影時や再生時の画像を複数の人が
同時に見ることができないという欠点があった。
【０００４】
　そこで、これらの欠点を改善するためにビューファインダの他に、２．５インチ程度の
大きさの直視型液晶パネルを併設する。そして、撮影や再生の状況に応じてユーザーがビ
ューファインダと直視型液晶パネルとを選択して使えるよう構成されたカムコーダが現在
は主流となっている。
【０００５】
　また、撮像系においてはさまざまな画角での撮影ができるよう、あるいは手軽に望遠撮
影ができるよう、ズームレンズを用いた光学ズーム撮像系が多く用いられている。ズーム
レンズは小型化、高倍率化の開発が進み、一般家庭向けの小型カムコーダにおいても倍率
２０倍以上のものが製品化されている。さらに、光学ズームで得られた画像をデジタル画
像処理によって１２倍、２０倍等に拡大する、いわゆるデジタルズーム機能を備えたカム
コーダも多数製品化されている。そのため、運動会等、広い場所での撮影時においてもこ
の超望遠機能を用い、遠くに離れた被写体を手軽に撮影することができる。
【特許文献１】特開２００５－３２２９７７号公報
【特許文献２】特開２００６－２５４０５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のように、小型高倍率ズームレンズの開発、およびデジタルズーム機能の搭載によ
って家庭用の小型カムコーダにおいても手軽に超望遠撮影ができるようになった。
【０００７】
　しかしながら、超望遠撮影時は、カムコーダ本体のわずかな振れによって画角が大きく
変わってしまうため、被写体の追従が難しい。特に一旦被写体がモニター画面から外れて
しまった場合には、超望遠のままでは被写体の再捕捉が非常に難しい。超望遠モードのま
ま被写体を探しても見つからない場合は、ズームレンズを広角側に移動し、被写体をモニ
ター画面内に捉えてから再度その被写体に向けてズームを行う、という操作をユーザーが
行う必要があった。つまり、従来のカムコーダでは、超望遠モードでの撮影において一旦
モニター画面から外れてしまった被写体の再捕捉が難しいという課題があった。
【０００８】
　（発明の目的）
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　本発明の目的は、画像表示手段から外れてしまった被写体の再捕捉を容易なものにする
ことのできる撮像装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、収納された状態と本体から開かれた
状態とで開閉可能な直視型画像表示手段である第１の画像表示手段と、ファインダ型表示
手段である第２の画像表示手段と、画像のデジタルズームを行うデジタルズーム手段と、
デジタルズームの場合に、デジタルズーム前の画像を表示させるか否かを選択する選択手
段とを有し、前記選択手段によりデジタルズーム前の画像を表示させることが選択された
場合に、デジタルズームの場合において前記第１の画像表示手段が開かれた状態のときに
は、前記第２の画像表示手段にデジタルズーム後の画像を記録画像として表示させ、前記
第１の画像表示手段にはデジタルズーム前の画像領域の画像とともにデジタルズーム後の
画像領域を示す範囲を表示させる第１の処理を行い、前記デジタルズームの場合において
も前記第１の画像表示手段が開かれていない状態のときには、前記第１の画像表示手段を
開くように前記第２の画像表示手段に警告表示する第２の処理を行うとともに前記第１の
画像表示手段が開かれると前記第１の処理を行う一方前記第１の画像表示手段が開かれな
いと前記第２の画像表示手段にデジタルズーム後の画像を記録画像として表示させる制御
手段を有することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、画像表示手段から外れてしまった被写体の再捕捉を容易なものにする
ことができる撮像装置を提供できるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明を実施するための最良の形態は、以下の実施例に示す通りである。
【実施例】
【００１２】
　図１は本発明の一実施例に係わるカメラ一体型記録再生装置（カムコーダ）の基本構成
を示すブロック図である。図１において、被写体像がズームレンズ１を含む光学系を介し
て撮像素子２に結像され、撮像素子２にて光電変換されて映像信号処理回路３に供給され
る。映像信号処理回路３では、ガンマ、ブライト、コントラスト、アパーチャ等の信号処
理を施し、映像信号としてデジタルズーム回路４に出力する。デジタルズーム回路４では
、映像信号を１２倍、２０倍等に拡大する。デジタルズーム回路４から出力された映像信
号は記録／再生信号処理回路５に供給される。また、デジタルズーム回路４で拡大された
映像信号は切換スイッチ１０の一方の入力端子に供給される。切換スイッチ１０の他方の
入力端子には、記録／再生信号処理回路５から再生用の映像信号が入力されている。切換
スイッチ１０はマイコン９からの制御信号に基づいて切り換わり、デジタルズーム回路４
からの映像信号もしくは再生用の映像信号をビューファインダ（以下、ＣＶＦとも記す）
７に出力する。これにより、ＣＶＦ７に撮影時もしくは再生時の画像（映像）が表示され
る。
【００１３】
　映像信号処理回路３から出力された映像信号は、切換スイッチ１１の一方の入力端子に
も供給される。切換スイッチ１１の他方の入力端子には、デジタルズーム回路４で拡大さ
れた映像信号が入力される。切換スイッチ１１はマイコン９からの制御信号に基づいて切
り換わり、デジタルズーム回路４からの映像信号もしくは映像信号処理回路３からの映像
信号が切換スイッチ１２の一方の入力端子に供給される。切換スイッチ１２の他方の入力
端子には、記録／再生信号処理回路５から出力された再生用の映像信号が供給される。切
換スイッチ１２もマイコン９からの制御信号に基づいて切り換わり、切換スイッチ１１か
らの映像信号もしくは再生用の映像信号２の出力信号を直視パネル８に出力する。これに
より、直視パネル８に撮影時もしくは再生時の画像が表示される。ビューファインダ７と
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直視パネル８の一方が第１の画像表示手段を構成し、他方が第２の画像表示手段を構成す
る。
【００１４】
　また、記録／再生信号処理回路５ではデジタルズーム回路４から出力された映像信号を
記録媒体６に記録するに適した信号に処理し、該記録媒体６に出力する。これにより、記
録媒体６に映像信号が記録される。
【００１５】
　再生時には、記録媒体６に記録された映像信号は記録／再生信号処理回路５により読み
出され、再生用の映像信号に処理される。そして、上記のように再生用の映像信号として
切換スイッチ１０および切換スイッチ１２の他方の入力端子に供給され、それぞれＣＶＦ
７および直視型液晶パネル（以下、直視パネル）８に供給されて再生画像として表示され
る。
【００１６】
　マイコン９は、カムコーダの各種の回路を制御するものである。
【００１７】
　また、このマイコン９には、以下のスイッチ１３～１６が接続されている。スイッチ１
３（以下、スイッチＳＷ１）はカムコーダを記録モードで使用するか再生モードで使用す
るかを選択するモード選択スイッチである。スイッチ１４（以下、スイッチＳＷ２）はフ
レーミングアシスト機能をオン／オフする選択スイッチである。スイッチ１５（以下、ス
イッチＳＷ３）は直視パネル８がカムコーダ本体から開かれたか否かを検出する開閉検出
スイッチである。また、スイッチ１６（以下、ＳＷ４）はＣＶＦ７の接眼レンズが撮影者
により覗かれているか否かを検出する接眼検出スイッチである。上記スイッチＳＷ１から
スイッチＳＷ４までの選択、検出結果がマイコン９に供給され、マイコン９がそれらの組
み合わせに応じて、上記切換スイッチ１０，１１，１２の状態を切り換える制御信号を出
力することになる。
【００１８】
　図２（ａ）～（ｃ）は本実施例に係るカムコーダの斜視図およびＣＶＦ７、直視パネル
８での表示例を示す図である。
【００１９】
　直視パネル８は、図２（ａ）の矢印のように、カムコーダ本体から開閉および回転が可
能である。通常、直視パネル８がカムコーダ本体に収納された状態では該直視パネル８は
オフし、ＣＶＦ７がオンして該ＣＶＦ７に画像が表示される。また、直視パネル８がカム
コーダ本体から開かれたときは光学ズーム領域ではＣＶＦ７はオフし、デジタルズーム領
域ではＣＶＦ７がオンしてデジタルズーム後の拡大画像が表示される。そして、直視パネ
ル８がオンしてデジタルズーム前の広角画像が表示される。
【００２０】
　本実施例において、フレーミングアシストモードが選択されているとき、直視パネル８
にはデジタルズーム前の広角画像（図２（ｂ）参照）、ＣＶＦ７にはデジタルズーム後の
拡大画像（図２（ｃ）参照）が同時に表示される。記録媒体６に記録される画像はＣＶＦ
７の表示画像と同じ拡大画像（図２（ｃ）参照）である。
【００２１】
　デジタルズームの超高倍率画像がＣＶＦ７に表示されると、被写体１７が画面から外れ
ていたときに該被写体１７の再捕捉が困難であった。しかし、本実施例においては、直視
パネル８に図２（ｂ）に示すように広角画像が表示されているため、被写体１７の再捕捉
を容易に行うことができる。
【００２２】
　次に、図３のフローチャートを用いて、本実施例に係わるカムコーダの動作について説
明する。
【００２３】
　先ず、ステップＳ１では、マイコン９はデジタルズームモードか否かを判定する。デジ
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タルズームモードであった場合はステップＳ２へ進み、そうでなかった場合はこのフロー
を終了する。デジタルズームモードであったとしてステップＳ２へ進むと、スイッチＳＷ
２によりフレーミングアシストモードが選択されているか否かを判定する。その結果、フ
レーミングアシストモードが選択されていればステップＳ３へ進み、フレーミングアシス
トモードが選択されていなければこのフローを終了する。
【００２４】
　上記ステップＳ２にてフレーミングアシストモードが選択されているとしてステップＳ
３に進むと、マイコン９はスイッチＳＷ３により直視パネル８が開かれている状態が検出
されているか否かを判定する。直視パネル８が開かれていると判定した場合はステップＳ
４へ進み、直視パネル８が開かれていないと判定した場合は後述のステップＳ９へ進む。
【００２５】
　直視パネル８が開かれていると判定してステップＳ４へ進むと、マイコン９はスイッチ
ＳＷ４により接眼レンズが覗かれているか否かを判定する。その結果、接眼レンズが覗か
れている状態と判定したときはステップＳ５へ進み、接眼レンズが覗かれていないと判定
した場合はステップＳ７へ進む。
【００２６】
　接眼レンズが覗かれている状態と判定してステップＳ５へ進むと、マイコン９は直視パ
ネル８の表示をオフにする。そして、次のステップＳ６にて、ＣＶＦ７の表示をオンし、
ＣＶＦ７にデジタルズームの画像を表示させる。そして、このフローを終了する。
【００２７】
　また、上記ステップＳ４にて接眼レンズが覗かれていないとしてステップＳ７へ進むと
、マイコン９はＣＶＦ７の表示をオフする。そして、次のステップＳ８にて、直視パネル
８の表示をオンし、直視パネル８にデジタルズーム前の広角画像とデジタルズームエリア
を示すマーカ－１８（図２（ｂ）参照）を表示させる。そして、このフローを終了する。
【００２８】
　上記ステップＳ３にて直視パネル８が開かれていないと判定してステップＳ９へ進んだ
場合は、直視パネル８を開くようにＣＶＦ７に警告表示を出す。そして、次のステップＳ
１０にて、直視パネル８が開かれたか否かをスイッチＳＷ３の状態から判定し、直視パネ
ル８が開かれたと判定すると上記のステップＳ４以降の処理へ移行する。一方、直視パネ
ル８が閉じられたままであると判定した場合は、上記のステップＳ５以降の処理へ移行す
る。
【００２９】
　以上の実施例によれば、以下のような構成にしている。
【００３０】
　１）デジタルズームの場合、デジタルズーム後の拡大画像を、ファインダ型画像表示手
段であるＣＶＦ７に表示させる。また、同時に記録媒体に記録可能とし、かつ他方の直視
型画像表示手段である直視パネル８にはデジタルズーム前の広角画像を表示させるように
している。また、デジタルズーム後の拡大画像を直視型画像表示手段に表示させ、デジタ
ルズーム前の広角画像をファインダ型画像表示手段に表示させるようにしても良い。詳し
くは実施例では、接眼レンズが覗かれている接眼状態時には、ＣＶＦ７に拡大画像を表示
（図２（ｃ）参照）する。また、被写体がモニター画面から外れてしまったために非接眼
状態となった時には、直視パネル８にデジタルズーム前の広角画像を表示（図２（ｂ）参
照）するようにしている。
【００３１】
　よって、デジタルズームを用いた超望遠撮影時に被写体が一旦モニター画面から外れて
しまっても、他方のモニター画面にはデジタルズーム前の広角画像によって周辺領域が表
示されるため、画角から外れてしまった被写体の再捕捉を容易なものにすることができる
。
【００３２】
　２）直視パネル８を用いての撮影時、光学ズーム領域ではＣＶＦ７をオフし、デジタル
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ズーム領域ではＣＶＦ７をオンにしてデジタルズーム後の拡大画像をＣＶＦ７に表示し、
直視パネル８にはデジタルズーム前の広角画像を表示するようにしている。
【００３３】
　よって、画角から外れてしまって被写体の再捕捉が必要となった場合でも、ユーザーに
特殊な操作をさせることなく実現させることができる。
【００３４】
　３）ＣＶＦ７を覗いているか否かを検出するスイッチＳＷ４を備え、該スイッチＳＷ４
によりファインダが覗いていないことを検出したときに、直視パネル８をオンにし、該直
視パネル８にデジタルズーム前の広角画像を表示させるようにしている。
【００３５】
　よって、デジタルズーム前の広角画像等の表示が必要な時だけ直視パネル８に電源を入
れる構成のため、無駄な消費電力の増加を防ぐことができる。
【００３６】
　４）デジタルズームの場合に、記録媒体６にはデジタルズーム後の拡大画像を記録可能
とする。そして、デジタルズーム前の広角画像を表示させているときには、直視パネル８
にデジタルズーム前の広角画像のみならず、デジタルズームエリアを示すマーカ－１８を
表示（図２（ｂ）参照）するようにしている。
【００３７】
　よって、ユーザーはデジタルズーム前の広角画像を直視パネル８で確認しながら、実際
に記録されるエリアを容易に把握することが可能となる。
【００３８】
　５）デジタルズーム時に、デジタルズーム前の広角画像を直視パネル８に表示させる機
能をオン、オフさせるスイッチＳＷ３を備えている。
【００３９】
　よって、上記の４）と同様、ユーザーはデジタルズーム前の広角画像を直視パネル８で
確認しながら、実際に記録されるエリアを容易に把握することが可能となる。
【００４０】
　なお、本発明は、カメラ一体型記録再生装置に限らず、ファインダを有するデジタルス
チルカメラなどの撮像装置にも好適なものである。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の一実施例に係るカメラ一体型記録再生装置の基本構成を示すブロック図
である。
【図２】本発明の一実施例に係るカメラ一体型記録再生装置の斜視図および表示画像例を
示す図である。
【図３】本発明の一実施例に係るカメラ一体型記録再生装置の動作を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
【００４２】
　１　　ズームレンズ
　２　　撮像素子
　３　　映像信号処理回路
　４　　デジタルズーム回路
　５　　記録／再生信号処理回路
　６　　記録媒体
　７　　ＣＶＦ
　８　　直視パネル
　９　　マイコン
　１０～１２　　　切換スイッチ
　１７　　　　　　被写体
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　１８　　　　　　エリアマーカー
　ＳＷ１～ＳＷ４　スイッチ

【図１】 【図２】
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【図３】
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